
※令和３年度以前入学生用 

学校番号 3021 

 

令和５年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 コミュニケーション英語Ⅱ ３ 第３学年 
『COMET English Communication 

Ⅱ』（数研出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・コミュニケーション英語Ⅱの授業は、「話すこと」、「書くこと」、「聞くこと」、「読むこと」という４

技能の力をつける授業です。そのため、聞いたり読んだりしたことを基に情報や考えなどについて話

したり書いたりする言語活動を行います。授業では積極的に活動に参加しましょう。 

・英語の語彙や文法については、実際のコミュニケーションでどのように使われるか、ということを意

識して学習することが大切です。常に「英語を使う」ということを意識して学習しましょう。 

・音読は外国語学習の中でとても大切な練習の一つです。英語のリズムやイントネーションに気をつけ、

聞いている人にきちんと伝わるような音読を心がけましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第２学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅱ」（３単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

・聞いたり読んだ

りしたこと，学

んだことや経

験したことに

基づき，情報や

考えなどにつ

いて，話し合う

などして結論

をまとめよう

とすることが

できる． 

・英語の音声的な

特徴や内容の

展開などを注

意しながら話

そうとするこ

とができる．  

コミュ英

Ⅱ 

・プレゼン

テーショ

ン 

・聞いたり読んだり

したこと，学んだ

ことや経験したこ

とに基づき，情報

や考えなどについ

て，ある程度まと

まりのある文章を

書こうとすること

ができる． 

・論点や根拠などを

明確にしながら書

こうとすることが

できる． 

コ ミ ュ 英

Ⅱ 

・定期考査 

・ライティ

ング 

・事物に関する紹

介や報告，対話

や討論などを聞

いて，情報や考

えなどの概要を

ある程度とらえ

ることができ

る． 

・事物に関する紹

介や報告，対話

や討論などを聞

いて，情報や考

えなどの要点や

詳細をある程度

とらえることが

できる． 

コ ミ ュ 英

Ⅱ 

・定期考査 

・リスニン

グテスト 

・説明，評論，

物語，随筆など

を速読して，概

要をある程度

とらえること

ができる． 

・説明，評論，

物語，随筆など

を精読して，要

点や詳細をあ

る程度とらえ

ることができ

る． 

コミュ英

Ⅱ 

・定期考査 

 

 

 



※令和３年度以前入学生用 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を 

もち、積極的に言語活動を行 

い、コミュニケーションを図 

ろうとしているかを的確に評 

価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話す 

こと」と「書くこと」の到達 

目標を的確に評価できる方法 

で実施。 

CAN-DO リストによる「聞く 

こと」と「読むこと」の到達 

目標を的確に評価できる方法 

で実施。 

英語やその運用についての知 

識を身に付けているととも 

に、その背景にある文化など 

を理解しているかどうかを的 

確に評価できる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

４ 学習の活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



※令和３年度以前入学生用 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ６ 

( 7時間) 

さまざまなモノ

の形の「なぜ？」

を探る 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ 「理由を述べる表現」

を用いて，場面に合

ったやり取りをす

る。 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見につ

いて話すためのキーワー

ドをワークシートにメモ

し、それを参考にしなが

らペアで伝え合う。 

さまざまなものの形

やその形となった理

由について関心を持

ち，積極的に発言しよ

うとしたり，聞こうと

したりしている。 

・ペア・ワークなどの

コミュニケーショ

ン活動を観察する。 

「外国語表現の能力」 

・発音と文のリズムに

注意して英文を読

む。 

・「理由を述べる表現」

を用いて，場面に合

ったやり取りをす

る。 

・ ペアで各セクションの

内容をメモに基づいて

伝え合う。 

・発音と文のリズムに

注意して英文を読

むことができる。 

・「理由を述べる表現」

を用いて，場面に合

ったやり取りをす

ることができる。 

・教科書準拠のベーシ

ックノートを提出さ

せ、その内容を取組状

況の判断材料として

活用する。 

「外国語理解の能力」 

・ さまざまなものの
形に関する本文を読
み，その形となった
理由について理解す
る。 

Comprehension を利
用してセクションご
とに概要を把握する。 

・穴のあいた硬貨があ

る２つの理由、観覧車

とゴンドラが丸型で

作られている理由、プ

ラストマイナスのね

じの利点について理

解できる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・ 理由を述べる表現の

使い方を理解する。 

・関係代名詞 what の意

味や用法を理解す

る。 

・本文中で用いられてい 

る意味や用法を確認す 

る。 

・ 理由を述べる表現

の使い方を理解して

いる。 

・関係代名詞 what の

意味や用法を理解し

ている。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に付

いているかを判断す

る。 

Lesson 7 

( 7時間) 

尾びれを失い泳

げなくなったイ

ルカ，フジが人

工尾びれで泳ぎ

を取り戻すまで 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

イルカのフジや，フジ

を助けようとした人々

について関心を持ち，

積極的に発言し，聞く

ことができる。 

・セクションごとの内容 

に対する感想や意見に 

ついて話すためのキー 

ワードをワークシート 

にメモし、それを参考 

にしながらペアで伝え 

合う。 

イルカのフジや，フジ

を助けようとした

人々について関心

を持ち，積極的に発

言しようとしたり，

聞こうとしたりし

ている。 

・ペア・ワークなどの

コミュニケーショ

ン活動を観察する。 

「外国語表現の能力」 

・発音と文のリズムに

注意して英文を読

む。 

 

・ ペアで各セクションの

内容をメモに基づいて

伝え合う。 

・発音と文のリズムに

注意して英文を読

むことができる。 

 

・教科書準拠のベーシ

ックノートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語理解の能力」 

・ イルカのフジや，フ

ジを助けようとした

人々に関する本文を読

み，フジの身にどのよ

うなことが起こったか

について理解する。 

Comprehension を利
用してセクション
ごとに概要を把握
する。 

・ イルカのフジや，

フジを助けようとし

た人々に関する本文

を読み，フジの身にど

のようなことが起こ

ったかについて理解

することができる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

過去完了形(had＋過去

分詞)の基本的な用法

(大過去/継続/完了/経

験)を理解する。 

・本文中で用いられてい 

る意味や用法を確認す 

る。 

過去完了形(had＋過

去分詞)の基本的な用

法(大過去/継続/完了/

経験)を理解してい

る。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 



※令和３年度以前入学生用 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 8 

( 7時間) 

日本のサービス

は過剰？外国の

人々から見た考

察 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

身の回りのサービスや

それに対する日本と海

外の考え方の違いにつ

いて関心を持ち，積極

的に発言し，聞くこと

ができる。 

・セクションごとの内容 

に対する感想や意見に 

ついて話すためのキー 

ワードをワークシート 

にメモし、それを参考 

にしながらペアで伝え 

合う。 

身の回りのサービス

やそれに対する日本

と海外の考え方の違

いについて関心を持

ち，積極的に発言しよ

うとしたり，聞こうと

したりしている。 

・ペア・ワークなどの

コミュニケーショ

ン活動を観察する。 

「外国語表現の能力」 

・発音と文のリズムに

注意して英文を読む。 

・「相手の考えを尋ねる

表現」を用いて，場面

に合ったやり取りをす

る。 

・ ペアで各セクションの

内容をメモに基づいて

伝え合う。 

・発音と文のリズムに

注意して英文を読

むことができる。 

・「相手の考えを尋ね

る表現」を用いて，場

面に合ったやり取り

をすることができる。 

・教科書準拠のベーシ

ックノートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語理解の能力」 

日本のサービスに関す

る海外の留学生の議論

を読み，日頃受けてい

るサービスが本当に必

要なものかどうかを考

える。 

Comprehension を利
用してセクション
ごとに概要を把握
する。 

日本のサービスに関す

る海外の留学生の議論

を読み，日頃受けている

サービスが本当に必要

なものかどうかを考え

ることができる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・使役動詞

(make/let/have)の基本

的な用法を理解する。 

・外国の人からみた日

本のよい点・悪い点に

ついて，いくつかの具

体例を知る。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・使役動詞(make 

/let/have)の基本的な

用法を理解している。 

・外国の人からみた日

本のよい点・悪い点に

ついて，いくつかの具

体例を知っている。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 

Lesson 9 

( 7時間) 

落ち込んだとき

に気分を変える

効果的な考え方

とは 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・感情と思考の関連性

について関心を持ち，

積極的に発言し，聞く

ことができる。 

・セクションごとの内容に対す

る感想や意見について話すた

めのキーワードをワークシー

トにメモし、それを参考にしな

がらペアで伝え合う。 

・感情と思考の関連性

について関心を持ち，

積極的に発言しよう

としたり，聞こうとし

たりしている。 

・ペア・ワークなどの

コミュニケーショ

ン活動を観察する。 

「外国語表現の能力」 

・発音と文のリズムに

注意して英文を読む。 

・「同情する表現」を用

いて，場面に合ったや

り取りをする。 

・ ペアで各セクションの

内容をメモに基づいて

伝え合う。 

・発音と文のリズムに注

意して英文を読むこと

ができる。 

・「同情する表現」を用

いて，場面に合ったやり

取りをすることができ

る。 

・教科書準拠のベーシ

ックノートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語理解の能力」 

・落ち込んだときに気

分を変える方法に関す

る本文を読み，negative 

thinking の例や

negative thinking をや

める効果的な方法につ

いて理解する。 

Comprehension を利
用してセクションご
とに概要を把握する。 

・落ち込んだときに気

分を変える方法に関

する本文を読み，

negative thinking の

例や negative 

thinking をやめる効

果的な方法について

理解している。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・関係代名詞の継続用

法の形や働きを理解す

る。 

・感情をうまくコント

ロールすることやメン

タルヘルスケアの重要

性を知る。 

・本文中で用いられてい 

る意味や用法を確認す 

る。 

・関係代名詞の継続用

法の形や働きを理解

している。 

・感情をうまくコント

ロールすることやメ

ンタルヘルスケアの

重要性を知っている。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 



※令和３年度以前入学生用 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 10 

( 7時間) 

紙管を使った建

築で世界的に知

られる建築家，

坂 茂さん 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

建築家 坂 茂さんと彼

の活動について関心を

持ち，積極的に発言し，

聞くことができる。 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見につ

いて話すためのキーワー

ドをワークシートにメモ

し、それを参考にしなが

らペアで伝え合う。 

建築家 坂 茂さんと

彼の活動について関

心を持ち，積極的に発

言しようとしたり，聞

こうとしたりしてい

る。 

・ペア・ワークなどの

コミュニケーショ

ン活動を観察する。 

「外国語表現の能力」 

・発音と文のリズムに

注意して英文を読

む。 

 

・ ペアで各セクションの

内容をメモに基づいて

伝え合う。 

・発音と文のリズムに

注意して英文を読

むことができる。 

 

・教科書準拠のベーシ

ックノートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語理解の能力」 

建築家坂 茂さんに
関する本文を読み，
彼のこれまでの活動
や仕事に対する思い
について理解する。 

Comprehension を利
用してセクション
ごとに概要を把握
する。 

建築家坂 茂さんに
関する本文を読み，
彼のこれまでの活
動や仕事に対する
思いについて理解
することができる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・関係副詞

(when/where)の基本的

な用法を理解する。 

・災害時の被災地支援

に関し，さまざまな取

り組みの例や問題点に

ついて知る。 

・本文中で用いられてい 

る意味や用法を確認す 

る。 

・関係副詞

(when/where)の基本

的な用法を理解して

いる。 

・災害時の被災地支援

に関し，さまざまな取

り組みの例や問題点

について知っている。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 

Lesson 11 

( 7時間) 

南アフリカのマ

ンデラ大統領と

ラグビー代表チ

ームの挑戦 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

マンデラとスプリング

ボックスの挑戦やアパ

ルトヘイトについて関

心を持ち，積極的に発

言したり，聞こうとし

たりする。 

・セクションごとの内容 

に対する感想や意見に 

ついて話すためのキー 

ワードをワークシート 

にメモし、それを参考 

にしながらペアで伝え 

合う。 

マンデラとスプリン

グボックスの挑戦や

アパルトヘイトにつ

いて関心を持ち，積極

的に発言しようとし

たり，聞こうとしたり

している。 

・ペア・ワークなどの

コミュニケーショ

ン活動を観察する。 

「外国語表現の能力」 

・発音と文のリズムに

注意して英文を読

む。 

 

・ ペアで各セクションの

内容をメモに基づいて

伝え合う。 

・発音と文のリズムに

注意して英文を読

むことができる。 

 

・教科書準拠のベーシ

ックノートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語理解の能力」 

マンデラとスプリング

ボックスの挑戦に関す

る本文を読み，アパル

トヘイトや，ラグビー

ワールドカップ後の南

アフリカに何が起こっ

たかについて理解す

る。 

Comprehension を利
用してセクション
ごとに概要を把握
する。 

マンデラとスプリン

グボックスの挑戦に

関する本文を読み，ア

パルトヘイトや，ラグ

ビーワールドカップ

後の南アフリカに何

が起こったかについ

て理解している。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・知覚動詞＋O＋動詞の
原形/～ing の意味や用
法を理解する。 

・人種・性・社会的身分な

どに関係なく，基本的人権

が尊重されるべきである

ことを知る。 

・本文中で用いられてい 

る意味や用法を確認す 

る。 

・知覚動詞＋O＋動詞の

原形/～ing の意味や用法

を理解している。 

・人種・性・社会的身分

などに関係なく，基本的

人権が尊重されるべきで

あることを知っている 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 



※令和３年度以前入学生用 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 12 

( 7時間) 

世界に誇る日本

の町工場の開発

力 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

日本の工場のものづく

り精神や高度な工業技

術について関心を持

ち，積極的に発言しよ

うとしたり，聞こうと

したりする。 

・セクションごとの内容 

に対する感想や意見に 

ついて話すためのキー 

ワードをワークシート 

にメモし、それを参考 

にしながらペアで伝え 

合う。 

日本の工場のものづ

くり精神や高度な工

業技術について関心

を持ち，積極的に発言

しようとしたり，聞こ

うとしたりしている。 

・ペア・ワークなどの

コミュニケーショ

ン活動を観察する。 

「外国語表現の能力」 

・発音と文のリズムに

注意して英文を読

む。 

 

・ ペアで各セクションの

内容をメモに基づいて

伝え合う。 

・発音と文のリズムに

注意して英文を読

むことができる。 

 

・教科書準拠のベーシ

ックノートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語理解の能力」 

日本の町工場とその
製品に関する本文を
読み，小さな町工場
の開発力とその理由
について理解する。 

Comprehension を利
用してセクション
ごとに概要を把握
する。 

日本の町工場とそ
の製品に関する本
文を読み，小さな町
工場の開発力とそ
の理由について理
解している。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・仮定法過去/仮定法過

去完了の基本的な用法

を理解する。 

・日本の町工場が開発

した製品で，世界で評

価されているものにつ

いて知る。 

・本文中で用いられてい 

る意味や用法を確認す 

る。 

・仮定法過去/仮定法

過去完了の基本的な

用法を理解している。 

・日本の町工場が開発

した製品で，世界で評

価されているものに

ついて知っている。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 

Reading 2 

( ６時間) 

東日本大震災発

生時，高校生は

どう行動し，何

を感じたのか 

― 2 人の高校生

の体験を紹介 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

わからない単語や表
現があっても，推測
するなどして読み続
けようとすることが
できる。 

・段落ごとの内容 

に対する感想や意見に 

ついて話すためのキー 

ワードをワークシート 

にメモし、それを参考 

にしながらペアで伝え 

合う。 

わからない単語や
表現があっても，推
測するなどして読
み続けようとして
いる。 

・ペア・ワークなどの

コミュニケーショ

ン活動を観察する。 

「外国語表現の能力」 

・発音と文のリズムに

注意して英文を読

む。 

 

・ ペアで各段落の内容を

メモに基づいて伝え合

う。 

・発音と文のリズムに

注意して英文を読

むことができる。 

 

・教科書準拠のベーシ

ックノートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語理解の能力」 

情景や出来事・登場
人物の心情を読み取
りながら，手記を読
み味わう。 

Comprehension を利
用して概要を把握
する。 

情景や出来事・登場
人物の心情を読み
取りながら，手記を
読み味わうことが
できている。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

さまざまなボランテ
ィア活動の例と，そ
れらの活動がなぜ必
要なのかについて知
る。 

・本文中で用いられてい 

る意味や用法を確認す 

る。 

さまざまなボラン
ティア活動の例と，
それらの活動がな
ぜ必要なのかにつ
いて知っている。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 


